
学校番号 3016 

令和２年度 英語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 総合英語 ５ 第１学年 

大修館「Revised Element English 

communication Ⅰ・Ⅱ」、桐原書店「FACTBOOK 

English Grammar [Advanced]」、準拠ワークブ

ック、ケンブリッジ大学出版局「Uncover 3」、数

研出版「必携英単語 LEAP」 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

総合英語は、英語 Expression、英語 Communication、Oral Communication の 3 種類の授業で構成

されています。授業では「読む」「聞く」だけでなく、理解した事柄についてその概要や，自分の考え

を「話す」「書く」活動を、ペア・ワークやグループ・ワークで行うことが多くなります。英語でコミ

ュニケーションしようとする意欲を持ち、多様な言語活動に積極的に取り組んで下さい。 

音読や口頭での表現活動もたくさん行います。音読は授業で行うだけではなく、自宅でも十分に練習

するようにして下さい。音読練習によって、語彙・文法・リスニングの力が大きく伸びます。 

日ごろから英語で考える習慣を身につけましょう。見た、聞いた、感じたことについて「これは英語

でどう表現するのか」と問いかけ、調べ、実際に使うことを習慣化してみましょう。このプロセスを経

ることで、「使える英語」としての表現が増えていきます。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第１学年】履修科目：「総合英語」（５単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 
科目・評

価 
学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 

科目・評

価 

・身近なトピックに関して、

わずかな時間の準備で、１

分程度のスピーチができ

る。その際には具体的な理

由を添えて自分の意見を述

べることができる。 

・情報や考えなどについて互

いに質問したり、質問に答

えたりできる。 

総合英語 

・スピーチ 

・会話テス  

 ト 

・プレゼン 

テーショ 

ン 

・段落の構成を意識して、

時間をかけた修正を経て、

自分の意見をわかりやす

く書くことができる。 

・参考文献やインターネッ

トなどから情報を収集し、

それをまとめた文章を書

くことができる。 

総合英語 

・定期考査 

・パラグラ

フライテ

ィング 

 

・自然な速さで話されるスピ

ーチや会話（３～５分）を聞

いて、ポイントをつかみなが

ら内容を理解することがで

きる。 

・一部英語字幕の助けを借り

て、自然な速さで標準的な発

音で話されるテレビ番組や

映画の母語話者同士の会話

の要点を理解することがで

きる。 

総合英語 

・リスニン 

グテスト 

・定期考査 

・まとまりのある英文を後戻りす

ることなく一定時間内に読み、

各段落のトピック、サポート、

例示、詳細などを抑えながら、

全体の要旨を理解することがで

きる。 

・難しい部分を読み返すなどしな

がら、よく知っている分野の説

明書や記事などを詳しく理解す

ることができる。 

総合英語 

・定期考査 

X-reading 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
英語表現の能力 英語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Com Ⅰ 

Lesson 1 

(14時間) 

Rakugo in 

English! 

・主人公が英

語落語を始め

た経緯を理解

する。 

・主人公が英

語落語を通じ

て学んだこと

を理解する。 

・高校生に向

けたメッセー

ジ を 理 解 す

る。 

・自己紹介を

し，自分の好

きな活動につ

いて書く。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

英語落語やコミュニ
ケーションに関心を
持ち，ペア・ワーク
やグループ・ワーク
において積極的に自
分の考えを述べる。 

ワークシートを利用
して、それぞれのスピ
ーカーの話す内容を
メモに取り、まとめ
る。 

問題に関心を持ち，
ペア・ワークやグル
ープ・ワークにおい
て積極的に自分の
考えを述べようと
する。 

ワークシートを提
出させ、その内容を
取り組み状況の判
断材料として、活用
する。 

「英語表現の能力」 

本文の要点をまとめ
る。聞き手に伝わる
ように発表する。 

キーワードをもとに
要約文を作り、ペアや
グループ、クラスで発
表し合う。 

本文の要点をまと
めることができる。
聞き手に伝わるよ
うに発表すること
ができる。 

言語活動を観察す
る。ワークシートを
提出させ、その内容
を取り組み状況の
判断材料として、活
用する。 

「英語理解の能力」 

英語落語やコミュニ
ケーションについて
の説明を聞くこと，
読むことで理解す
る。 

セクションごとに本
文の音声を聞いたり
読んだりして、ワーク
シートを用いながら、
内容を理解していく。 

英語落語やコミュ
ニケーションにつ
いての説明を聞く
こと，読むことで理
解することができ
る。 

定期考査の筆記テ
ストにおいて、内容
理解を問う出題に
より、内容理解がで
きているかを判断
する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

英語の５文型，to 不
定詞と動名詞を理解
する。 

例文を通じて、その性
質を理解する。 

英語の５文型，to

不定詞と動名詞を
理解できる。 

定期考査の筆記テ
ストにおいて、知識
が身についている
かを判断する。 

Com Ⅰ

Lesson 3 

(14時間) 

Predictions of 

the Future 

・アシモフが

未来を予言し

た内容につい

て理解する。 

・クラークが

未来を予言し

た内容につい

て理解する。 

・世界の科学

者たちが未来

を予言した内

容について理

解する。 

・50 年後の世

界がどうなっ

ているか，自

分の考えを述

べる。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

作家や科学者による
未来の予言に関心を
持ち，積極的に自分
の考えを述べようす
る。 

風呂敷に関して、自分
の経験・感想などをペ
アで話し合う。 

作家や科学者によ
る未来の予言に関
心を持ち，積極的に
自分の考えを述べ
ようとしている。 

ペアでの言語活動
を観察する。 

「英語表現の能力」 

本文の要点をまとめ
る。聞き手に伝わる
ように発表する。 

キーワードをもとに
要約文を作り、ペアや
グループ、クラスで発
表し合う。 

本文の要点をまと
めることができる。
聞き手に伝わるよ
うに発表すること
ができる。 

言語活動を観察す
る。ワークシートを
提出させ、その内容
を取り組み状況の
判断材料として、活
用する。 

「英語理解の能力」 

作家や科学者による
未来の予言を聞くこ
と，読むことで理解
する。 

セクションごとに本
文の音声を聞いたり
読んだりして、ワーク
シートを用いながら、
内容を理解していく。 

作家や科学者によ
る未来の予言を聞
くこと，読むことで
理解することがで
きる。 

定期考査において、
内容理解を問う出
題により、内容理解
ができているかを
判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

S＋V＋O（疑問詞
節・if 節），関係代名
詞を理解する。 

例文を通じて、その性
質を理解する。 

S＋V＋O（疑問詞
節・if 節），関係代
名詞を理解できる。 

定期考査において、
文法知識が身につ
いているかを判断
する。 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Com Ⅰ 

Lesson 4 

(14時間) 

Twice 

Bombed, 

Twice 

Survived 

・主人公が最

初の被爆をし

た経緯を理解

する。 

・主人公が二

度目の被爆を

した経緯を理

解する。 

・主人公が自

らの経験を語

った方法とそ

の理由につい

て理解する。 

・自分の人生

に影響を与え

た人物・本・

映画について

書く。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

二度の被爆を経験し
た主人公に関心を持
ち，ペア・ワークに
おいて積極的に自分
の考えを述べる。 

ワークシートを利用
して、Malala につい
て知っていることを
ペアで述べ合う。 

二度の被爆を経験
した主人公に関心
を持ち，ペア・ワー
クにおいて積極的
に自分の考えを述
べることができる。 

ワークシートを提
出させ、その内容を
取り組み状況の判
断材料として、活用
する。 

 

「英語表現の能力」 

本文の要点をまとめ
る。聞き手に伝わる
ように発表する。 

キーワードをもとに
要約文を作り、ペアや
グループ、クラスで発
表し合う。また、グル
ープでプレゼンテー
ション発表を行う。 

本文の要点をまと
めることができる。
聞き手に伝わるよ
うに発表すること
ができる。 

言語活動を観察す
る。ワークシートを
提出させ、その内容
を取り組み状況の
判断材料として、活
用する。 

「英語理解の能力」 

二度の被爆を経験し
た主人公に関する話
を聞くこと，読むこ
とで理解する。 

セクションごとに本
文の音声を聞いたり
読んだりして、ワーク
シートを用いながら、
内容を理解していく。 

二度の被爆を経験
した主人公に関す
る話を聞くこと，読
むことで理解する
ことができる。 

定期考査の筆記テ
ストにおいて、内容
理解を問う出題に
より、内容理解がで
きているかを判断
する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

S＋V＋C（分詞），S

＋V（知覚・使役動詞）
＋O＋C（原形不定
詞・分詞），過去完了
形を理解する。 

例文を通じて、その性
質を理解する。 

S＋V＋C（分詞），
S＋V（知覚・使役
動詞）＋O＋C（原
形不定詞・分詞），
過去完了形を理解
できる。 

定期考査の筆記テ
ストにおいて、知識
が身についている
かを判断する。 

Com Ⅰ

Lesson 5 

(14時間) 

Umami 

・うま味とは

どのようなも

のかを理解す

る。 

・うま味の研

究について理

解する。 

・うま味が健

康にどのよう

な影響を及ぼ

すかを理解す

る。 

・アメリカの

友人に和食に

ついて説明す

る 手 紙 を 書

く。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

うま味およびその研
究に関する話に関心
を持ち，積極的に自
分の考えを述べる。 

教科書の写真を見て、
自分の印象や感想な
どをペアで話し合う。 

うま味およびその
研究に関する話に
関心を持ち，積極的
に自分の考えを述
べることができる。 

ペアでの言語活動
を観察する。 

「英語表現の能力」 

本文の要点をまとめ
る。聞き手に伝わる
ように発表する。 

キーワードをもとに
要約文を作り、ペアや
グループ、クラスで発
表し合う。 

本文の要点をまと
めることができる。
聞き手に伝わるよ
うに発表すること
ができる。 

言語活動を観察す
る。ワークシートを
提出させ、その内容
を取り組み状況の
判断材料として、活
用する。 

「英語理解の能力」 

うま味およびその研
究に関する話を聞く
こと，読むことで理
解する。 

セクションごとに本
文の音声を聞いたり
読んだりして、ワーク
シートを用いながら、
内容を理解していく。 

うま味およびその
研究に関する話を
聞くこと，読むこと
で理解することが
できる。 

定期考査において、
内容理解を問う出
題により、内容理解
ができているかを
判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

助動詞＋受動態，要
求・提案などを表す
動詞の that節におけ
る動詞の原形，関係
代名詞の what を理
解する。 

例文を通じて、その性
質を理解する。 

助動詞＋受動態，要
求・提案などを表す
動詞の that 節にお
ける動詞の原形，関
係代名詞の what 

を理解できる。 

定期考査において、
文法知識が身につ
いているかを判断
する。 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Com Ⅰ 

Lesson 6 

(14時間) 

The Story of 

PlayPumps・

プレイポンプ

の計画につい

て理解する。 

・プレイポン

プがなぜ失敗

したかを理解

する。 

・プレイポン

プの失敗から

学べることを

理解する。 

・水不足を解

決するための

計画について

調べ，発表す

る。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

プレイポンプのプロ
ジェクトや水問題に
関心を持ち，ペア・
ワークにおいて積極
的に自分の考えを述
べる。 

関連した動画を見て、
感じたことをペアで
述べ合う。 

プレイポンプのプ
ロジェクトや水問
題に関心を持ち，ペ
ア・ワークにおいて
積極的に自分の考
えを述べることが
できる。 

ペアでの言語活動
を観察する。 

「英語表現の能力」 

本文の要点をまとめ
る。聞き手に伝わる
ように発表する。 

キーワードをもとに
要約文を作り、ペアや
グループ、クラスで発
表し合う。また、グル
ープでプレゼンテー
ション発表を行う。 

本文の要点をまと
めることができる。
聞き手に伝わるよ
うに発表すること
ができる。 

言語活動を観察す
る。ワークシートを
提出させ、その内容
を取り組み状況の
判断材料として、活
用する。 

「英語理解の能力」 

プレイポンプのプロ
ジェクトや水問題を
聞くこと，読むこと
で理解する。 

セクションごとに本
文の音声を聞いたり
読んだりして、ワーク
シートを用いながら、
内容を理解していく。 

プレイポンプのプ
ロジェクトや水問
題を聞くこと，読む
ことで理解するこ
とができる。 

定期考査の筆記テ
ストにおいて、内容
理解を問う出題に
より、内容理解がで
きているかを判断
する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

関係代名詞の非限定
用法，形式主語の it 

を理解する。 

例文を通じて、その性
質を理解する。 

関係代名詞の非限
定用法，形式主語の
it を理解できる。 

定期考査の筆記テ
ストにおいて、知識
が身についている
かを判断する。 

Com Ⅰ

Lesson 7 

(14時間) 

Biomimetics 

・バイオミメ

ティクスはど

のような学問

か を 理 解 す

る。 

・バイオミメ

ティクスが活

用された例に

ついて理解す

る。 

・バイオミメ

ティクスと自

然保護の結び

つきを理解す

る。 

・自然を守る

ために何をす

べきかについ

て考えを述べ

る。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

バイオミメティクス
に関心を持ち，積極
的に自分の考えを述
べる。 

ワークシートを利用
して、それぞれのスピ
ーカーの話す内容を
メモに取り、まとめ
る。 

バイオミメティク
スに関心を持ち，積
極的に自分の考え
を述べることがで
きる。 

ワークシートを提
出させ、その内容を
取り組み状況の判
断材料として、活用
する。 

「英語表現の能力」 

本文の要点をまとめ
る。聞き手に伝わる
ように発表する。 

キーワードをもとに
要約文を作り、ペアや
グループ、クラスで発
表し合う。また、グル
ープでプレゼンテー
ション発表を行う。 

本文の要点をまと
めることができる。
聞き手に伝わるよ
うに発表すること
ができる。 

言語活動を観察す
る。ワークシートを
提出させ、その内容
を取り組み状況の
判断材料として、活
用する。 

「英語理解の能力」 

バイオミメティクス
に関する話を聞くこ
と，読むことで理解
する。 

セクションごとに本
文の音声を聞いたり
読んだりして、ワーク
シートを用いながら、
内容を理解していく。 

バイオミメティク
スに関する話を聞
くこと，読むことで
理解することがで
きる。 

定期考査において、
内容理解を問う出
題により、内容理解
ができているかを
判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

現在完了進行形，関
係副詞，形式目的語
の it を理解する。 

例文を通じて、その性
質を理解する。 

現在完了進行形，関
係副詞，形式目的語
の it を理解でき
る。 

定期考査において、
文法知識が身につ
いているかを判断
する。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Com Ⅰ 

Lesson 8 

(14時間) 

The Power of 

Presentation 

・2020 年東京

オリンピック

招致のプレゼ

ンテーション

にニックが協

力することに

なった経緯を

理解する。 

・３人のプレ

ゼンテーショ

ンの内容につ

い て 理 解 す

る。 

・よいプレゼ

ンテーション

とはどんなも

のかを理解す

る。 

・自分の学校

について中学

生 に 説 明 す

る。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

2020 年東京オリン
ピック招致のプレゼ
ンテーションに関す
る話に関心を持ち，
ペア・ワークにおい
て積極的に自分の考
えを述べる。 

関連動画を見て、ワー
クシートを使いなが
ら、ペアで話し合う。 

2020 年東京オリン
ピック招致のプレ
ゼンテーションに
関する話に関心を
持ち，ペア・ワーク
において積極的に
自分の考えを述べ
ることができる。 

ワークシートを提
出させ、その内容を
取り組み状況の判
断材料として、活用
する。 

「英語表現の能力」 

本文の要点をまとめ
る。聞き手に伝わる
ように発表する。 

キーワードをもとに
要約文を作り、ペアや
グループ、クラスで発
表し合う。 

本文の要点をまと
めることができる。
聞き手に伝わるよ
うに発表すること
ができる。 

言語活動を観察す
る。ワークシートを
提出させ、その内容
を取り組み状況の
判断材料として、活
用する。 

「英語理解の能力」 

2020 年東京オリン
ピック招致のプレゼ
ンテーションに関す
る話を聞くこと，読
むことで理解する。 

セクションごとに本
文の音声を聞いたり
読んだりして、ワーク
シートを用いながら、
内容を理解していく。 

2020 年東京オリン
ピック招致のプレ
ゼンテーションに
関する話を聞くこ
と，読むことで理解
することができる。 

定期考査の筆記テ
ストにおいて、内容
理解を問う出題に
より、内容理解がで
きているかを判断
する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

仮定法過去，仮定法
過去完了の形・意
味・用法を理解する。 

例文を通じて、その性
質を理解する。 

仮定法過去，仮定法
過去完了を理解で
きる。 

定期考査の筆記テ
ストにおいて、知識
が身についている
かを判断する。 

Com Ⅰ

Lesson 10 

(14時間) 

Playing the 

Enemy 

・南アフリカ

の黒人と白人

が親密になる

ために，マン

デラがスポー

ツを利用しよ

うとした経緯

を理解する。 

・スプリング

ボクスの選手

たちが刑務所

を訪れた際に

起こったこと

を理解する。 

・ラグビー・

ワールドカッ

プによって南

ア フ リ カ の

人々の気持ち

がどのように

変化したかを

理解する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

フェアトレードに関
する話に関心を持
ち，積極的に自分の
考えを述べる。 

コーヒーについて、自
分の経験や感想など
をペアで話し合う。 

フェアトレードに
関する話に関心を
持ち，積極的に自分
の考えを述べるこ
とができる。 

ペアでの言語活動
を観察する。 

「英語表現の能力」 

本文の要点をまとめ
る。聞き手に伝わる
ように発表する。 

キーワードをもとに
要約文を作り、ペアや
グループ、クラスで発
表し合う。また、グル
ープでプレゼンテー
ション発表を行う。 

本文の要点をまと
めることができる。
聞き手に伝わるよ
うに発表すること
ができる。 

言語活動を観察す
る。ワークシートを
提出させ、その内容
を取り組み状況の
判断材料として、活
用する。 

「英語理解の能力」 

フェアトレードに関
する話を聞くこと，
読むことで理解す
る。 

セクションごとに本
文の音声を聞いたり
読んだりして、ワーク
シートを用いながら、
内容を理解していく。 

フェアトレードに
関する話を聞くこ
と，読むことで理解
することができる。 

定期考査において、
内容理解を問う出
題により、内容理解
ができているかを
判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

過去完了進行形，進
行形の受動態，分詞
構文を理解する。 

例文を通じて、その性
質を理解する。 

過去完了進行形，進
行形の受動態，分詞
構文を理解できる。 

定期考査において、
文法知識が身につ
いているかを判断
する。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Com Ⅱ 

Lesson 1 

(14時間) 

Beyond 

Words 

・非音声的言

語とは何かを

理解する。 

・非音声的言

語の種類を理

解する。 

・非音声的言

語が文化によ

って異なるこ

と を 理 解 す

る。 

・文化によっ

て異なる非音

声的言語につ

いて書く。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

非音声的言語に関心
を持ち，ペア・ワー
クにおいて積極的に
自分の考えを述べ
る。 

ワークシートを利用
して、それぞれのスピ
ーカーの話す内容を
メモに取り、まとめ
る。 

非音声的言語に関
心を持ち，ペア・ワ
ークにおいて積極
的に自分の考えを
述べることができ
る。 

ワークシートを提
出させ、その内容を
取り組み状況の判
断材料として、活用
する。 

「英語表現の能力」 

本文の要点をまとめ
る。聞き手に伝わる
ように発表する。 

キーワードをもとに
要約文を作り、ペアや
グループ、クラスで発
表し合う。 

本文の要点をまと
めることができる。
聞き手に伝わるよ
うに発表すること
ができる。 

言語活動を観察す
る。ワークシートを
提出させ、その内容
を取り組み状況の
判断材料として、活
用する。 

「英語理解の能力」 

非音声的言語に関す
る話を聞くこと，読
むことで理解する。 

セクションごとに本
文の音声を聞いたり
読んだりして、ワーク
シートを用いながら、
内容を理解していく。 

非音声的言語に関
する話を聞くこと，
読むことで理解す
ることができる。 

定期考査の筆記テ
ストにおいて、内容
理解を問う出題に
より、内容理解がで
きているかを判断
する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

助動詞+完了形，受動
態の動名詞，付帯状
況を表す with A B
の形・意味・用法を
理解する。 

例文を通じて、その性
質を理解する。 

助動詞+完了形，受
動態の動名詞，付帯
状況を表す with A 
B の形・意味・用
法を理解できる。 

定期考査の筆記テ
ストにおいて、知識
が身についている
かを判断する。 

Com Ⅱ

Lesson 2 

(14時間) 

Stay Hungry, 

Stay Foolish 

・ ス テ ィ ー

ブ・ジョブズ

が大学を辞め

て得た教訓を

理解する。 

・ ス テ ィ ー

ブ・ジョブズ

が会社を解雇

されて得た教

訓 を 理 解 す

る。 

・ ス テ ィ ー

ブ・ジョブズ

が病気になっ

て得た教訓を

理解する。 

・新しい携帯

音楽プレイヤ

ーを購入する

ときに何を基

準に選ぶかに

ついて書く。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

スティーブ・ジョブ
ズのスピーチとその
人生に関心を持ち，
積極的に自分の考え
を述べる。 

ワークシートを利用
して、それぞれのスピ
ーカーの話す内容を
メモに取り、まとめ
る。 

スティーブ・ジョブ
ズのスピーチとそ
の人生に関心を持
ち，積極的に自分の
考えを述べること
ができる。 

ワークシートを提
出させ、その内容を
取り組み状況の判
断材料として、活用
する。 

「英語表現の能力」 

本文の要点をまとめ
る。聞き手に伝わる
ように発表する。 

キーワードをもとに
要約文を作り、ペアや
グループ、クラスで発
表し合う。 

本文の要点をまと
めることができる。
聞き手に伝わるよ
うに発表すること
ができる。 

言語活動を観察す
る。ワークシートを
提出させ、その内容
を取り組み状況の
判断材料として、活
用する。 

「英語理解の能力」 

スティーブ・ジョブ
ズのスピーチとその
人生について聞くこ
と，読むことで理解
する。 

セクションごとに本
文の音声を聞いたり
読んだりして、ワーク
シートを用いながら、
内容を理解していく。 

スティーブ・ジョブ
ズのスピーチとそ
の人生について聞
くこと，読むことで
理解することがで
きる。 

定期考査において、
内容理解を問う出
題により、内容理解
ができているかを
判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

複合関係詞，S+V (be

動詞)+C (that 節)，
be 動詞+to 不定詞の
形・意味・用法を理
解する。 

例文を通じて、その性
質を理解する。 

複合関係詞，S+V 

(be 動詞)+C (that

節)，be 動詞+to 不
定詞]の形・意味・
用法を理解できる。 

定期考査において、
文法知識が身につ
いているかを判断
する。 


